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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炉空間（５）を包囲する内面を有する炉壁内に複数の電気加熱部材（２）を取付ける取
付け構造であって、
　炉壁には前記電気加熱部材（２）のそれぞれを挿入して固定する複数の穴（１２）が形
成されており、
　各電気加熱部材（２）は、カセット（９）と、カセット（９）の先端から突出して延び
る加熱部分（６）とを有し、各カセット（９）の外周面の一部の形状が各穴（１２）の周
面の一部の形状に一致していて、各カセット（９）を各穴（１２）に挿入して各カセット
（９）の外周面の前記一部を各穴（１２）の周面の前記一部に係合させるようになってお
り、
　また、各カセット（９）を各穴（１２）に挿入した後に各カセット（９）の外周面と各
穴（１２）の周面との間に残された空間に楔状本体（１３）を挿入して各カセット（９）
を各穴（１２）内に固定し、各カセット（９）を各穴（１２）に固定したときに、加熱部
分（６）が炉壁の内面に沿って延びるようにすることを特徴とする取付け構造。
【請求項２】
　各カセット（９）は細長く、また各カセット（９）の横断面形状と各穴（１２）の横断
面形状とが互いにほぼ等しい均一な横幅を有し、各カセット（９）の横幅と各穴（１２）
の横幅とを整合させて各カセット（９）を各穴（１２）に挿入して固定したときに、加熱
部分（６）が、各カセット（９）の長手方向に対して角度をなして、炉壁の内面に沿って
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下方へ延びていることを特徴とする請求項１に記載された取付け構造。
【請求項３】
　炉断熱材（４）を含む炉壁が上下方向へ垂直に延びていて炉壁の内部の物品を加熱する
ようになっている炉の前記炉壁に複数の電気加熱部材（２）を取付け、各電気加熱部材（
２）が炉壁に取付けられたときに、各電気加熱部材（２）の加熱部分（６）が炉壁の内側
の炉空間（５）を炉壁内面と平行に下方へ垂直に延びる作動位置に配置されるようにする
取付け構造において、
　各電気加熱部材（２）が、細長いカセット（９）と、カセット（９）内をカセット（９
）の長手方向に延在する電線または導電体（７，８）と、一端が前記電線または導電体（
７，８）に連結されるとともに、カセット（９）の先端から突出してカセット（９）の長
手方向と角度をなしている加熱部分（６）とを有しており、
　前記炉壁は、複数のカセット（９）のそれぞれを受け入れるための複数の穴（１２）を
有し、各穴は炉の内方に位置する内端部よりも炉の外方に位置する外端部で大きくされて
いて、各カセット（９）を該カセット（９）の長手方向へ移動させるようにして各穴（１
２）に挿入していくときに、各カセット（９）を各穴（１２）内で、加熱部分（６）を前
記作動位置に位置させるように回転させることができるようになっており、また、
　複数の楔状本体（１３）が備えられ、各楔状本体（１３）の形状が、各カセット（９）
を各穴（１２）内に挿入して加熱部分（６）を前記作動位置に位置させたときに各穴（１
２）の周面と各カセット（９）の外周面との間に形成される空間の形状と同じになってい
て、その空間内に各楔状本体（１３）を配置することによって各カセット（９）を各穴（
１２）内に固定するようになっていることを特徴とする取付け構造。
【請求項４】
　各カセット（９）が四角形の横断面を有することを特徴とする請求項３に記載された取
付け構造。
【請求項５】
　炉断熱材（４）およびカセット（９）が酸化アルミニウム煉瓦で構成されたことを特徴
とする請求項３または４に記載された取付け構造。
【請求項６】
　前記楔状本体（１３）が酸化アルミニウム煉瓦で構成されたことを特徴とする請求項５
に記載された取付け構造。
【請求項７】
　前記炉が、加熱すべき物品が内部に挿入される処理チューブ（３）を備え、前記炉空間
（５）が処理チューブと炉断熱材との間に形成され、各電気加熱部材（２）の加熱部分（
６）は、作動位置にあるときに、前記炉空間（５）内を下方へ向けて処理チューブの外面
と平行に延びていることを特徴とする請求項３から請求項６までのいずれか一項に記載さ
れた取付け構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は炉に加熱部材を取付ける構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内部の物品を加熱する処理チューブを含む電気加熱炉またはオーブンはこの分野で周知
である。例えば酸化アルミニウム製煉瓦のような高品質の煉瓦で構成される炉の断熱材は
処理チューブの外側に空隙を形成する位置関係で備えられる。そのような炉またはオーブ
ンは、一般に円形の横断面を通常有しており、典型的に灼１７００゜Ｃで作動される。
【０００３】
　使用される加熱部材は炉の周囲に等距離に配置され、処理チューブの外面と煉瓦絶縁体
の内面との間に形成される空間内に加熱部分が位置付けられる。加熱部材のコンタクトは
煉瓦絶縁体の外側、すなわち炉の外部に配置される。加熱部材の導電体は煉瓦絶縁体の穴
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を通して延在される。
【０００４】
　前述の空間は炉の半径方向に狭い寸法を有し、したがって加熱部材の加熱部分は処理チ
ューブの外面と平行に配置される。加熱部分の長さは前記空間の幅よりもかなり大きい。
【０００５】
　この方法の重大な問題点は、炉の外部から加熱部材を交換できないことである。したが
って、加熱部材に手を届かせて交換を可能にするためには、炉を先ずクールダウンした後
、処理チューブを取外すことが必要となる。加熱部材は、炉の内方へ引っ張ることで処理
チューブと一緒に取外される。このことから、加熱部材の交換は労力であると共に複雑で
ある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　この問題点は本発明により解決される。本発明は、炉の外部から、処理チューブを取外
すことなく前記加熱部材を交換できるようにする構造を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　したがって、本発明は内部で物品を加熱する炉内に電気加熱部材を取付ける構造で、炉
壁は高品質煉瓦で構成された炉断熱材を含み、それぞれの電気加熱部材の加熱部分は作動
において垂直方向に、炉壁内面と平行に配置される取付け構造に関するものであって、こ
の構造は各加熱部材の電線または導電体がカセット内に取付けられてそこに形成されてい
るチャンネル内を延在されること、それぞれの加熱部材の加熱部分が突出てカセットの長
手方向軸線と角度をなすこと、炉断熱材が各カセットにつき一つの穴を含み、この穴は内
端部よりも外端部で大きくされ、加熱部材の加熱部分がその穴を通して挿入され、路壁と
平行な作動位置となるようにされるときにカセットを垂直面内で回転できるようにしてい
ること、および楔状本体が備えられ、その形状は穴の形状で形成された空の空間形状と同
じであり、カセットが穴の作動位置に配置されるときに穴およびカセットの間に位置され
、前記本体は作動時に前記空の空間内に配置されることを特徴とする。
【０００８】
　本発明は、添付図面に示された例示実施例を参照して、以下に部分的に非常に詳細に説
明される。
【実施例１】
【０００９】
　図１は、加熱部材２を備えた炉１の部分を示している。図示した炉は、内部の物体を加
熱するように意図された処理チューブ３を含む形式の炉である。
【００１０】
　本発明は処理チューブを含む炉を引用して以下に説明するが、本発明は処理チューブの
無い炉にも等しく適用できることは理解されるであろう。
【００１１】
　処理チューブ３の外部に、処理チューブと空隙を形成する位置関係で炉断熱材４が配置
され、炉断熱材は高品質の煉瓦で構成されている。処理チューブ３および炉断熱材４は通
常は円筒形であり、垂直方向に位置された長手方向軸線を有する。
【００１２】
　図２から分かるように、空間５は処理チューブと炉断熱材との間に配置される。同様に
図２から分かるように、作動時には、それぞれの加熱部材２の加熱部分６は前記空間５内
を下方へ向けて炉壁内面と平行に延びている。加熱部材は作動時には下方へ向けて垂直に
、即ち鉛直に吊下げられねばならない。何故なら高温となるからである。
【００１３】
　前述の空間は前記加熱部分よりも僅かに広いだけである。
【００１４】
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　本発明によれば、各々の加熱部材２の電線または導電体７，８はカセット９に取付けら
れ、図３に示されるようにそのカセットの内部のチャンネル（即ち電線または導電体７，
８が通る穴）１０，１１を延在される。それぞれの加熱部材の加熱部分６は突出してカセ
ット９の長手方向軸線と角度をなしている。
【００１５】
　チャンネルは円筒形の穴の形態をしており、図３に示されるように上方へ向かって開放
されることができる。加熱部材はセラミックス支持体１８上のチャンネル内に適当に係止
されて、加熱部材がカセットに突当たることを防止している。
【００１６】
　加熱部材は適当な種類の者であり、本願特許出願人によって供給される。
【００１７】
　図１に示されるように、炉断熱材４は各カセット９に関して穴１２を含む。穴１２は外
端が内端よりも大きい。このことは、穴１２を通して処理チューブ３と平行な前記作動位
置になるように加熱部分６が挿入されるとき、カセット９が垂直面内で回転することを可
能にする。これは図２に示されており、符号９ａのカセットは位置９ｂへ移動され、最終
的に位置９ｃへ移動される。明瞭化のために位置９ｃは上に重ねられたカセットによって
示されている。
【００１８】
　この構造はまた楔状本体１３も含み、その形状は穴１２の形状で形成された空の空間形
状と同じであり、カセットが前記穴の作動位置に配置されるときに穴１２およびカセット
９の間に位置される。
【００１９】
　先ず楔状本体を取外した後、カセットを取外すことで加熱部材が取外される。この場合
、カセットは図３に示される設計を有する。加熱部材のコンタクト・シュー１４，１５が
弛められ、加熱部材ホルダー１６が取外され、加熱部材は図３に見られるように斜め下方
へ移動させて取出される。
【００２０】
　その後、新しい加熱部材を上述の手順と逆順にて取ることができる。
【００２１】
　したがって、炉が作動中でも加熱部材を取外しおよび取付けることが可能であり、これ
は既知技術に優る大きな利点を与える。
【００２２】
　本発明の好ましい一実施例によれば、加熱部材が上述した方法で挿入および抜出しする
ことができるように、加熱部材は３０゜～６０゜の間の角度とされるが、勿論のことなが
ら、前記角度は穴の設計に、また処理チューブと炉断熱材４との間の空間５の幅に適用で
きる。
【００２３】
　一実施例によれば、各カセット９は細長く、一般に四角形の横断面を有する。
【００２４】
　炉断熱材４およびカセット９は酸化アルミニウム煉瓦のような高品質の煉瓦で作られる
ことが好ましい。
【００２５】
　前記本体１３が酸化アルミニウム煉瓦のような高品質の煉瓦で作られることも好ましい
。
【００２６】
　前述した穴は一般に四角形の横断面を有することが好ましい。
【００２７】
　穴１２が水平の下面、平行な垂直側縁、および水平面に対する角度を定める上面を有す
ることも好ましい。
【００２８】
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　そのような穴の設計の場合には、作動位置にあるときにカセット９が穴１２の上面に当
接することになることが好ましい。
【００２９】
　カセット９が穴１２と同じ幅を有し、またカセット９が取付けられたときに前記穴の上
面に当接すると仮定すると、図１に示されるように穴１２には楔状の空間がカセット９の
下側に形成される。この場合、本体１３は前記楔状の空間内に取付けられる形状とされる
。したがって本体をカセットの下側に押し込むことで組み立てが終わる。この結果、炉断
熱材は加熱部材の位置で基本的に熱漏れに対してシールされる。
【００３０】
　本発明は冒頭に説明した問題点を解決することが明白となるであろう。
【００３１】
　本発明は、前記加熱部材の位置で基本的に熱漏れに対するシールを達成する機能から逸
脱することなく、カセットの設計、穴の形状、および前記本体の形状に関して変更できる
ことも明白となるであろう。
【００３２】
　したがって、本発明は上述で示した実施例に制限されると考えるべきでない。何故なら
、変形および変更が添付の特許請求の範囲に記載した範囲内でなし得るからである。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】加熱部材を備えた炉の一部の外観図である。
【図２】炉の一部の横断面図である。
【図３】加熱部材のカセットの斜視図である。
【図４】加熱部材のカセットの上から見た視図である。
【図５】側方からみた加熱部材のカセットの横断面図である。
【符号の説明】
【００３４】
　１　炉
　２　加熱部材
　３　処理チューブ
　４　炉断熱材
　５　空間
　６　加熱部分
　７，８　電線または導電体
　９　カセット
　９ａ，９ｂ，９ｃ　カセットの位置
　１０，１１　チャンネル
　１２　穴
　１３　本体
　１４，１５　コンタクト・シュー
　１６　加熱部材ホルダー
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